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言行はこれに照らしてから

１.真実か どうか

２.みんなに公平か

３.好意と友情を深めるか

４.みんなのためになるか どうか
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「ロータリー　頑張らないで　リラックス」

Rotary：Making A Difference

会長・幹事

第2482回
2018年７月６日

会長・幹事

７月13日　2483回　例会行事

会長所信・幹事方針発表、
役員理事就任式

委員会基本方針・活動計画発表
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◆◇◆◇◆  2481回例会  ◆◇◆◇◆

 2018/６/29

司会　飯田　明彦

「我らの生業」　「夏は来ぬ」　斉唱

お客様

八千代中央ＲＣ　会長　永戸　裕人様

幹事　小野瀬　修士様

◆◇◆◇◆◇ 会 長 挨 拶 ◇◆◇◆◇◆

会長　橋本　幹雄

　本日は会長総括がありますので、会長挨拶は連絡事

項に代えさせて頂きます。

①表彰

１、米山功労者：第８回マルチプルを遠藤章雄さん

　２、米山功労者：第２回マルチプルを三井啓久さん

が受章されました。

②ＲＬＩファシリテーター養成コース受講終了証が

浅野正敏さんと福田良博さんの両名に届きました

ので、お渡し致します。

③ホストファミリーの支援金（６月分：７万円）を

齋藤敏夫さんにお渡しします。これで支援金は終

了とさせて頂きます。

④千葉銀行八千代支店長の嶋田陽一さんが６月20日

（水）付で秋葉原支店に栄転されました。既に次

期支店長の入会が決まっておりますので次期支店

長の入会と同時に退会の取扱いと致します。

　本日、例会後に会長幹事と交換留学生カウンセラー

の飯生高一郎さんと３人で、フェルディナンド君を受

け入れて頂いた英和高校に御礼の挨拶に伺ってまいり

ます。

◆◇◆◇◆◇ 幹 事 報 告 ◇◆◇◆◇◆

幹事　三井　啓久

　春の交通安全運動のお礼状が届きました。

遠藤会員と渡邉会員にご参加頂いた船橋西ＲＣ創立50

周年の記念誌が届きましたので回覧します。

　他クラブ　７月例会日変更のお知らせ

・習志野ＲＣ　４日通常例会　11日通常例会（ガバ

　ナー補佐訪問）　18日通常例会　25日夜間親睦例会

・習志野中央ＲＣ　５日通常例会　12日通常例会　19
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１年間ありがとうございました。

八千代中央ＲＣ　幹事　小野瀬　修士　様

　次年度は会長として１年間頑張っていきたいと思い

ます。今年１年幹事を務めさせて頂いて、八千代ＲＣ

の方とお知り合いになれてすごく楽しい１年を終える

事が出来ました。次年度はもっともっと他クラブと交

流を深めながら八千代中央を盛り上げて行きたいと思

います。

　どうぞよろしくお願い致します。

◆◇◆◇◆◇　委員会報告　◇◆◇◆◇◆

次年度幹事　安宅　照男

　次年度のロータリー手帳をご希望の方はお申し出下

さい。

田村　隆治会員

・留学生の見送りと出迎えにお越しいただける方はお

声掛け下さい。

　フェルディナンド君見送り

７月８日（日）　19時集合　成田空港　第１ターミナ

ル南ウィング４階出発ロビー

田村一真君出迎え

７月21日（土）　15時集合　羽田空港　国際線ターミ

ナル２階到着ロビー

・ お手元に平成30年度八ヶ岳ゴルフツアーの資料を配

布しました。

　本年は第20回の記念大会です。本日お見えになって

いる八千代中央ＲＣの小野瀬会長エレクトもご参加頂

く事ができます。どうぞよろしくお願い致します。

日通常例会　26日夜間移動例会（池田屋）

・八千代中央ＲＣ　３日通常例会　10日通常例会　17

日休会　24日夜間例会　31日休会

・佐倉中央ＲＣ　４日通常例会　11日夜間通常例会　

18日通常例会（ガバナー補佐訪問）　25日→28日に

振替（ユーカリ祭り参加）

・四街道ＲＣ　３日通常例会　10日通常例会　17日

→18日に振替　通常例会　24日通常例会　31日夜間

例会

◆◇◆◇◆◇　お客様ご挨拶　◇◆◇◆◇◆

八千代中央ＲＣ　会長　永戸　裕人様

　　

　早いものでもう６月。本日梅雨明けいたしましたが、

私の心の中も梅雨明け致しました。来年度はここにお

ります小野瀬幹事が会長となります。八千代中央ＲＣ

は人数も少なく、企画力も乏しく、なにひとつ独立し

てイベント等を行う事ができません。八千代ＲＣの協

力なくしては前に進むこともできないと思います。皆

さまの温かいご指導、ご鞭撻の程、どうぞよろしくお

願い致します。
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宮田　愼吾会員

　みなさんこんにちは。通常の昼例会に１か月振りの

出席です。

　先月末のクラブの旅行に欠席し、今月始めの金曜日

は休会で、次を欠席した為、先週の夜間例会には出席

しましたがおよそ30年間皆出席の中で、こんなに長く

御無沙汰したのは初めてです。

　それも今月４日に、腰部脊柱管狭窄症で入院し、６

日に腰部推雅弓間開窓術という手術をしました。腰を

５cm切開して窓穴を開け狭くなっている脊柱の靭帯を

削ったのだと思われます。15、６日間入院しておりま

したが、昨日からリハビリを始めまして日増しに良く

なっておりますので、秋からはゴルフも出来ると思い

ます。

　それにしても内緒で入院しておりましたが、聞きつ

けてお見舞頂いた方々には厚く御礼申し上げます。

　また、クラブからお見舞いを頂きましたので心ばか

りの快気祝いの品をお持ちしましたので帰りにひとつ

ずつお持ち帰り下さい。有難うご座居ました。

◆◇◆◇◆◇ お 祝 い ◇◆◇◆◇◆

本人誕生日：杉山　智基会員

結婚記念日：葉山　哲夫会員　谷田貝　彰会員　

夫人誕生日：齋藤　陽子様（齋藤　敏夫会員）　

　　　　　　三井　桃子様（三井　啓久会員）　

　　　　　　浅野　和子様（浅野　正幸会員）

出席委員会　委員長　江口　茂勇

本日の出席率：出席対象者45名　出席者39名　

　　　　　　　出席率86.6％

◆◇◆◇◆◇　年次総括発表　◇◆◇◆◇◆

会長　橋本　幹雄

　会長総括と云うと１年間に実施した行事や催事を時

系列的に述べることが多いと思いますが、私はちょっ

と違った角度から次の三点に絞って私なりの総括を述

べさせて頂きたいと思います。

第１章　感謝

第２章　型を作る

第３章　期待感（男の一言）

第１章 感謝

　昨年は我がクラブは創立50周年記念式典のため、各

種のスケジュールが６月まで続き次年度の準備がなか

なか思うように進めることが出来ませんでした。加え

て、10年務めた事務員の女性が退職をする意向を示し

ており、風間さん、君塚さんの前会長幹事と私と三井

幹事の４人で、何回も話し合いをもって慰留に努めて

まいりました。一旦は継続の意思が見られましたが、

結局お辞めになりました。

　そんな中で会運営のための事務上の要である事務員

を新たに募集しても、会の運営に単年度制の不慣れな

新執行部が新人に教えることは難しいし、会の運営上

の負担増を考えるとき、ピアノの演奏が本業ではある

が多少なりとも会の運営を経験している山口さんに事

務の仕事を引き受けてもらえるか、否かを問うたとき

に、「出来ると思いますよ」と返事を頂いたときは、

正直、少々の不安がありましたけれど、心より安堵し

たものでした。

　ご存知の通り、この１年間を通して山口さんの活躍

は、卓話者や各種催事における担当者のテープ起しに

より週報の原稿の作成、そして、経理処理とひとりで

孤軍奮闘立派にやり通してくれました。当初、少々不

安に感じた私の心境を恥じる思いをしております。ま

さに、第１に感謝をささげたいと思います。

　次に、「新しい酒は新しい器に入れるべき」と古く

なったピアノの買い替えやロータリーの入口看板やホ

ワイトボードの交換や各種の備品の交換など、51年目

の節目の年に相応しい舞台周りを整えてくれた、私の

お目付け役兼実行役員である三井幹事にはその顔に似

合わぬ心配りに、会の運営をうまく取り仕切ってくれ

た情熱と手腕に対して深く感謝しております。

　この１年間を滞りなく会の運営をすることが出来た
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のも、幹事が要となって各委員会委員長とのコミュニ

ケーションを密にして、積極的に意思の疎通を図って

くれた賜物と思っております。私が幹事を務めたとき

同様に、幹事はただ単に会長の意向に従っていれば良

いのではなく、時には会長の意見に逆らってまでも全

体をみて行動するべきであること。所謂「逆命利君」

こそ信用と信頼の関係だと考えております。三井幹事

を例えるならば、新選組の副長「土方歳三」のように

頼もしい男と云えると思っております。

　私は、まず最初にこの場を借りてこのお二人に心か

ら感謝を申し上げる次第であります。

第２章 型を作る

　私は昨年会長方針として、クラブの原点に立ち返っ

て馴れ合いを排してクラブの運営をするには、クラブ

としての意思決定は規約に従い理事会により決定する

というルールをもう一度構築することでした。善くも

悪くも一部の人の思い付きや他で決まったことをただ

追認するだけの運営を出来るだけ避けて、特に人事に

ついては理事会の承認なしには認めない方針で臨みま

した。

　これは、クラブの運営の要は会員が如何に有効に活

動してもらうかであり、その為には、きちんとした意

思決定の下に指名することが必要であるからです。指

名する方も指名される方も相互の納得をしあう関係が

なければならないからです。親しき仲にも礼儀あり。

やりたい人よりやらせたい人を選ぶのも執行部として

の責任であると考えるからです。選ばれる方だって、

何で私なのかの疑問を抱く人もいるでしょうから、選

んだなりの理由を明らかにしなければならないと思っ

ております。親しいからこそその場凌ぎの馴れ合い人

事は簡単ですが、長い目で見た場合如何なものか、そ

れが公平と云えるのか、と考えたものです。

　一つの例を挙げますと、昨年から地区から各委員会

への人材の提供の要請が来ておりましたが、その要請

はクラブの意思を無視した一方的な指名要請（一本釣

り）がたびたびありました。酷いときは、こちらが推

薦もしてないのに特定の個人名の委嘱状を送ってくる

こともありました。他のクラブに人員要請をするなら

ば、そのクラブに要請を出して、クラブからの推薦者

を待って対応するのが道理ではないかと思いましたの

で、この件については、地区の担当者に委嘱状送付の

経緯の説明を求めたうえで、当方で推薦していない場

合はきっぱりとお断りしてまいりました。

　これは、人材の供出をしないということではありま

せん。正式に要請があれば、それにふさわしい人材を

検討して、なお且つ、本人の意志と時間的に可能な方

を選出していく必要があるからです。

　かつては勝手に地区での委員を決めて来て、クラブ

の執行部が後で追認せざるを得ないケースを見てきま

したので、私の年度はこれを一切認めないように努め

てきました。それは、クラブ内とクラブ外の当クラブ

としての方針がダブルスタンダードになる危険性があ

るからです。クラブの意思決定をはっきりさせて、つ

まり、きちんとした型、ルールを守ることによって公

平化を図る必要性を長い間感じてきたからです。

　まず基本となる型を作ることによって、次にこれを

破る新たな意見を呼び起こしてこそ初めて型破りが出

来るのであって、型がないところには破ろうとするこ

と自体が出来ないわけであり、これでは形無しになっ

てしまうものです。
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第３章 期待感　(男の一言)

　昨年の第１回第２回の会長挨拶で、頑張らない：自

分に固執することなく、この１年間に何らかの形で自

分にとって心地よい爪痕：実績を残して下さい。とお

願いしました。このことは、何も派手なことや、大き

なことをするということではなく、自分で出来ること

を確実に実行して下さい。と云うことでありました。

また、会への参加意識を高めるために、卓話経験のな

い方には出来る限り30分の卓話をして頂きました。

　その結果、親睦委員長の鈴木さんにはクリスマス会、

正月の演奏会、親睦旅行など従来の関係会社に拘らず

斬新な企画を実施して頂き、ＳＡＡの稲山委員長には

パンの日を、プログラムの飯田委員長には月間予定表

を、ホームページの作成では週報の掲載、奉仕プロ

ジェクトの朝戸さんの職場訪問とクルーズ船の夕べ、

ロータリー情報の小村さんのロータリーの知識クイ

ズ、等々の例年にない試みと企画を実施して頂きまし

た。これは、会員の方たちが自分なりに何かできると

いう期待感を持って頂いた証（あかし）と思っており

ます。簡単に、楽しい例会、みんなが参加しやすい例

会と云うけれど、具体的にどうすればいいかと云う現

実論になるとなかなか難しいものであります。安易に

外部の知識人の卓話ならば、単純に為になるものなの

か？果たして如何なものなのでしょうか。おおいに疑

問と云わざるを得ません。

　ロータリーの単年度制は、その１年１年に新たなる

試みを実現できる期待感にあるのではないでしょう

か。俺にだってこんな考えがある、これをやってみた

いと云う実現可能な期待感を持つことが、クラブへの

参加意欲を高めるものだと思っております。

　お蔭様で１年を通して、私は当クラブの出席率が

80 ～ 95％をキープ出来たことは、この期待感の現れ

と自負しております。そして、クラブへの参加意欲の

高揚は執行部が何かやるんじゃないか、何か言えば応

えてくれるんじゃないかと云う期待感と、反面、それ

に応えられなかった時の期待外れに対する厳しい目が

常に執行部に注がれていることも肌で感じておりまし

た。

　私も、全45回の例会の会長挨拶のうち本日を含めて

35回は私なりの私の経験と私なりの言葉で、時にバカ

なことを、時に真剣に、時に世間話を、ちょっと痴的

なジョークを交えてお話させて頂きました。その結果、

「また、バカなこと言っている。いつまでも青いこと

言っている。サラリーマン経験のないジュニアの方に

は、勤め人の話は分からないよ。」と云う人もいたこ

とでしょうが、私の話にいささかなりとも好感を持っ

て下さった人が一人でもいてくれたとしたら、心より

うれしいと思っております。

　私は、会長挨拶の中でも述べてきたことですが、誰

に云われたことではなく自分で云ったことは最低限守

れという『男の一言』を肝に銘じて一年やってきたつ

もりであります。トップは話しやすくなければならな

い、会長と云う地位がえらいんではありません。この

人になら何か言っても聞いてくれる、それを具体化さ

せてくれるかもしれないと云う期待感があっての信頼

関係を築きたいと思ってやってまいりました。思いは

形に現さなければ分からない。でも、大事なことは目

に見えない。なかなか私が思っているようには出来ま

せんでしたが、積み残しは次期の会長幹事に譲ってお

役御免とさせて頂きます。

　この一年間、幹事はともかくバカで品のない会長に

お付き合い頂きまして誠にありがとうございました。

今は、２年半前に心臓手術をしてガラスの心臓となっ

た身で、よくぞ会長職を務めることが出来たと、自分

で自分を誉めてやりたい心境であります。最後に、私

は云わなくても良い事をつい云ってしまう性格が災い

してか、友達の少ないこんな私ですが、その友達は優

秀な人材の方達であると思っております。私には51名

＋一人の良き友達に恵まれたことに感謝すると共に本

当にありがとうございました。以上をもちまして、会

長総括とさせて頂きます。

幹事　三井　啓久

　会長が何を言うかを聞きとめないと原稿を書いても

無駄になったり、まるで違う話しになったりします。

総括は皆さんが私にして頂ければと思います。

　今、会長が話した中に色々な事がありました。まさ

に、自分の人生と言うものを皆さんにお伝えしている

という事をひしひしと感じました。

　私は、何か話す時に原稿を書いて来ることは殆どあ

りません。今日もキーワードを書いた紙がありまして、

どなたかが話しをした事を線で消していきます。そう

いう要領でやってきました。

　幹事報告の中で私的な事を話すことはありません

が、会長がぼけた時にはつっこみを入れないと、皆さ

んが素通りしてしまう事もありますので気を付けてお
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りました。

　山口さんが事務局を引き受けて下さる事になった

時、今まで通りに演奏をする事は難しくなると思い、

ピアノの持ち主である上代ご夫妻にご説明し、パッソ

さんのご協力のもと電子ピアノへの変更を致しました。

かつて佐野会長のもと橋本会員が幹事をお努めの年、

私はプログラム委員長をしておりました。その時にま

だ入会して数年でしたが、橋本さんのはちゃめちゃさ

はここなのかというのをひしひしと感じておりまし

た。一昨年に幹事を頼まれた時に、大変だとは思いま

せんでした。なぜなら橋本さんは道しるべを示してく

れるからです。ただ、それを皆様に納得して頂くとか、

ついて来て頂く為に、私が間に入ってやらせて頂きま

した。

　ある、過去が見えると言う方に、「あなたは御者を

やっていましたね」と言われた事があります。あなた

は酒は飲めないが車を運転できて当たり前だと言われ

ました。先ほど会長が、私は前の車をあおるとおっ

しゃっていましたが、そうではなくて危険な状態で割

り込まれたので注意をしただけです。決して無謀な運

転ではございません。おそらく橋本さんが時速20kmで

走っているより、私が80kmで走っている方が安全性

は高いと思っております。ですから私は会長のドラ

イバー役でもありましたし、また私が前に立ってボ

ディーガード役をさせて頂く事もありました。時々非

常に体調が悪い時がありましたが、そういう時にはヘ

ルパー役もさせて頂きました。

　「頑張らないでリラックス」という方針のもと、橋

本さんが頑張らないでリラックスして頂いたお蔭で、

私は人生の中では少々頑張りましたし、リラックスす

る事は１秒たりともございませんでした。方針ははっ

きりと述べて頂けるので、私は考える事はなく、その

方法を考えればいいだけでした。皆さんは、橋本さん

が心の中でどう思っているのかが解っていらっしゃる

と思います。

　感謝の気持ちは、おひとりおひとりの名前を挙げて

述べたいところではありますが、わたしのこの話に免

じていただければと思います。

　会員以外のパッソの女性スタッフのみなさん、事務

局の山口さんがいらっしゃいます。

　八千代ＲＣは女性を排除している訳ではありませ

ん。ただ単に女性会員が入ってこないだけですので、

この様に上手にコラボレーションできると思っており

ます。

　会員の人数が維持できました事、次年度ガバナーの

もと、地区に委員が送れたり、ガバナー補佐、分区幹

事等が我がクラブから出るという事で、次年度会長幹

事には私達とはまた違う運営を迫られると思いますの

で是非頑張って頂きたいと思います。

　１年間大変ありがとうございました。

◆◇◆◇◆◇　花 束 贈 呈　◇◆◇◆◇◆

パッソスタッフの皆さんへ

事務局兼ピアノ担当　山口さんへ

山口さんご挨拶

　前任の高橋さんから事務局業務を引き継ぎ不安な

中、橋本会長と三井幹事の細やかなお心遣いのもと、

なんとか１年無事に終わる事が出来そうです。事務局

１年目の会長幹事がお二人であった事に感謝いたしま

す。来年度も頑張って参りますので引き続き、みなさ

まどうぞよろしくお願い致します。
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次年度副会長　上代　修二

　橋本会長、三井幹事一年間お疲れ様でした。

50周年の翌年という事で、祭りの後の後始末等もあり

大変な一年だったと思います。毎週の会長挨拶も、今

日は何を言うんだろうとハラハラドキドキさせられた

り、あるいは勉強になったり大変楽しみに拝聴させて

いただきました。多分今年の出席率が良かったのは、

みんな私と同じ気持ちで会長挨拶を楽しみにしていた

からではないかと思います。

　私は約40年このクラブに在籍し、たくさんの会長総

括を聞いてきましたが、先ほどの会長総括は素晴らし

いもので、さすが橋本会長と感じ入りました。又、基

本に返るということでは副会長を会長経験者にとする

ことで宮野さんにお願いし、来年齊藤年度は私にと役

が回ってきました。そして問題提議として会長の選出

方法の再確認等、そして人事の件と八千代ロータリー

クラブに充分な引っ掻き傷を残してくれたのではない

でしょうか。クラブというのはあまり杓子定規に走っ

てもうまくいかないし、緩すぎてもいけない、その微

妙なバランスが必要なんだろうと思います。そういう

ことでも50周年が過ぎ新たな出発と考えると、いい役

者が会長幹事になってくれたなぁと改めて感じさせて

頂きました。そして三井幹事も本当によくやってくれ

たと思います。橋本会長、三井幹事、本当に素晴らし

い一年、お疲れ様でした。そしてありがとうとお二人

に感謝を申し上げたいと思います。

次年度会長エレクト　杉山　智基

　本来なら、齊藤次年度会長が橋本会長と三井幹事に

お疲れ様の言葉を述べるところではありますが、齊藤

次年度会長は国際大会に参加の為、ご欠席ですので、

私から一言感謝の言葉を述べさせて頂きます。

　橋本会長、三井幹事、１年間本当にお疲れ様でした。

今、上代副会長からもありましたように、出席率が非

常に高い年度であったと思います。50周年の風間年度

で皆さんお疲れで、51年目は欠席が多いのではないか

と思っておりましたが、橋本会長が何を言うかわから

ないという事で皆さん楽しみにしてご出席されたと思

います。前半は痴的なお話も結構ございましたが、後

半は少々減って楽しみが少なくなったのかなと思いま

す。また、来年以降は普通の会員で週報にも載りませ

んので自由で楽しいご挨拶が聞ける事を期待致しま

す。

　三井幹事はきめの細かい素晴らしい幹事で、SAA担

当の私にも細かい指示を頂き、本当に感心いたしまし

た。

　橋本会長におかれましては心臓手術の後という事で

心配しておりましたけれども、無事に１年終わりまし

たので、ゆっくりご養生頂き、齊藤年度に引き継げれ

ばと思います。

　どうもありがとうございました。
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〈メモ〉

◆◇◆◇　ニコニコＢＯＸ（\25,000）◇◆◇◆

永戸　裕人様（八千代中央ＲＣ）：一年間ありがとう

ございました。来年度小野瀬会長よろし

くお願い致します。

小野瀬修士様（八千代中央ＲＣ）：今年度一年間あり

がとうございました。次年度もよろしく

お願いいたします。

風間　　茂：橋本会長、三井幹事一年間お疲れ様でし

た。

齋藤　敏夫：今日フェルディナンドが千葉英和高校の

一年間の課程を終了します。最後のス

ピーチに何を話したか楽しみです。

齊藤　昌宏：橋本会長、三井幹事一年間御苦労さまで

した。次年度齊籐・安宅をお願いいたし

ます。

齋藤　敏夫：会長・幹事一年間ご苦労様でした。

安宅　照男：橋本会長、三井幹事一年間おつかれさま

でした。次年度ご指導の程宜しくお願い

いたします。

◆◇◆◇　友愛ＢＯＸ（￥62,000）◇◆◇◆

小池　康博様（八千代中央ＲＣ）：会長･幹事一年間お

疲れ様でした。

上代　修二：会長・幹事一年間お疲れ様でした。

橋本　幹雄：１年間本当にありがとうございました。

遠藤　章雄：会長、幹事一年間お疲れ様でした。

永田　勝久：会長・幹事ご苦労さまでした。

宮田　愼吾：会長・幹事一年間お疲れ様でした。

山﨑　克已：会長･幹事一年間お疲れ様でした。

江口　茂勇：つゆ明けだそうですが、もう少し雨が欲

しいです。

中島　　仁：皆様１年間おつかれ様でした。

杉山　智基：還暦です。

谷田貝　彰：無事30年目に入りました！

浅野　正幸：お花を頂きました。嫁もよろこんでいま

した。

飯生高一郎：橋本会長、三井幹事、一年間ありがとう

ございました。



■クラブ会報委員会
委員長：大中 宏道　副委員長：安宅 照男携  帯：０９０－３１３３－０８３９　ＴＥＬ：０４７－４８７－１０８５

ＦＡＸ：０４７－４８５－５５６７

■出席委員長 江口 茂勇

■例会日 金曜日 12:30 ～ 13:30
■例会場 パッソノヴィータ（〒276-0049 八千代市緑が丘１-１-１ 公園都市プラザ１Ｆ  FAX：047－450－0050）

TEL：047－459－5806
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会員総数　　　　　　　　出席対象者 出　席 ％

6/29 51 45 39 86.6

海

文部省唱歌

松原遠く　消ゆるところ

白帆のかげは　浮かぶ

ほしあみ浜に　高くして

かもめは低く　波にとぶ

見よ昼の海　見よ昼の海

※大正２年５月尋常小学唱歌に掲載。戦中戦後を通じて教科
書に採用されています。

三井　啓久：ふつつかな幹事でしたが、１年間ありが

とうございました。６／８長男に第２子

（男）が生まれました。宮田さんお元気

そうで良かったです。

葉山　哲夫：結婚記念日のお祝 Thank you Very much

齋藤　敏夫：妻の誕生祝いありがとうご座居ます。あ

と１年で年金受給者です。

三井　啓久：妻にお花ありがとうございました。お祝

がくるとロータリーも新年度が近いで

す。

市原　正男：橋本会長、三井幹事１年間おつかれさま

でした。

池田　　建：橋本会長１年間お疲れ様でした。

君塚　欣哉：橋本会長、三井幹事、１年間お世話にな

りました。一年間早かったですネ！

田村　隆治：橋本会長・三井幹事、１年間お疲れさま

でした。

江頭　泰利：会長、幹事１年間ご苦労様でした。

大中　宏道：会長、幹事１年間ありがとうございまし

た。

中島　貞好：会長、幹事、会員のみな様１年間、おつ

かれ様でした。

杉山　智基：会長、幹事、一年間おつかれ様でした。

古川　　洋：橋本会長、三井幹事、一年間おつかれ様

でした。

及川　昭男：会長橋本さん、幹事三井さん、一年間御

苦労様でした。

浅野　正敏：会長、幹事素晴らしい一年ありがとう。

そして御苦労様でした。

菊川　秀明：橋本会長、三井幹事お疲れ様でした！

葉山　哲夫：橋本年度、有終の美。

植村　正徳：橋本さん、三井さん、一年間お疲れ様で

した。

飯田　明彦：会長、幹事１年間お疲れ様でした。

浅野　正幸：昨日の市民ゴルフ大会のご参加ありがと

うございました。

鈴木　利雄：橋本会長、三井幹事一年間ありがとうご

ざいました。

朝戸　健夫：橋本会長、三井幹事、１年間ありがとう

ございました。

　　　　　　八千代中央クラブ永戸会長、小野瀬幹事

ようこそいらっしゃいました。

松戸　英雄：橋本会長　三井幹事　一年間ごくろう様

でした。来期はゆったりと。

稲山　雅治：橋本会長、三井幹事、一年間ありがとう

ございました。

杉　　　晟：橋本会長、三井幹事、ご苦労様でした。

◆７月のロータリーレートは、１ドル110円です。


